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(百万円未満切捨て)

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者
に帰属する
四半期利益

四半期包括
利益合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年３月期第２四半期 127,543 0.4 6,062 34.2 7,423 2.2 5,269 6.5 4,768 5.3 9,953 40.6

2018年３月期第２四半期 126,989 7.8 4,516 △47.1 7,263 127.3 4,948 153.8 4,529 188.6 7,078 －
　

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2019年３月期第２四半期 83.27 83.16

2018年３月期第２四半期 79.11 79.00
　
　

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2019年３月期第２四半期 303,247 184,722 178,443 58.8

2018年３月期 298,132 176,281 170,381 57.1
　　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年３月期 － 17.00 － 25.00 42.00

2019年３月期 － 20.00

2019年３月期(予想) － 22.00 42.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　
　

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 251,000 △4.6 11,800 △16.4 8,800 △20.8 153.68
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

(注)詳細は、添付資料11ページ「（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項（作成の基礎）(4)会計方針の変更」をご覧下さい。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2019年３月期２Ｑ 60,907,599株 2018年３月期 60,907,599株

② 期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 3,641,567株 2018年３月期 3,642,961株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2019年３月期２Ｑ 57,265,336株 2018年３月期２Ｑ 57,260,451株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
1.本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する論旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

測の前提となる条件及び業績予測のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情

報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

2.当社は、2018年11月26日に証券アナリスト及び機関投資家向けの四半期決算説明会を開催する予定です。この説明会で使用する資料に

ついては、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の売上収益は、127,543百万円(前年同四半期比0.4％増)、営業利益は、6,062百万円

(前年同四半期比34.2％増)、親会社の所有者に帰属する四半期利益は、4,768百万円(前年同四半期比5.3％増）とな

りました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結累計期間より報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、

前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

自動車及び汎用計器事業は、日本や欧州で四輪車用計器が減少したもののアジアで四輪車用計器や二輪車用計器

が増加し、売上収益は100,032百万円(前年同四半期比1.4％増)、営業利益は5,345百万円(前年同四半期比100.9％

増)となりました。

コンポーネント事業は、アミューズメント向け基板ユニット等の減少により、売上収益は7,653百万円(前年同四

半期比22.5％減)、営業損失は254百万円(前年同四半期は109百万円の営業利益)となりました。

自動車販売事業は、新車販売等が増加し、売上収益は11,479百万円(前年同四半期比3.5％増)となりましたが、営

業利益は548百万円(前年同四半期比11.6％減)となりました。

その他は、樹脂材料の販売等が増加し、売上収益は8,377百万円(前年同四半期比13.6％増)となりましたが、営業

利益は801百万円(前年同四半期比37.8％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の資産については、その他の金融資産が減少したものの現金及び現金同等物の増加

等により、前連結会計年度に比べ5,114百万円増加し、303,247百万円となりました。

負債については、営業債務及びその他の債務の減少等により、前連結会計年度に比べ3,326百万円減少し、

118,525百万円となりました。

資本については、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度に比べ8,440百万円増加し、184,722百万円となり

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年３月期の連結業績予想につきましては、2018年５月14日発表の業績予想を据え置いております。

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づく将来の予測が含まれております。主要市場に

おける需要動向、為替相場等に不透明な面があり、実際の業績が記載の見通しと異なる場合があり得ることをご承

知おき下さい。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産

　流動資産

　 現金及び現金同等物 42,637 69,513

　 営業債権及びその他の債権 50,542 46,660

　 その他の金融資産 62,212 41,188

　 棚卸資産 40,674 44,812

　 その他の流動資産 5,957 4,826

　 流動資産合計 202,024 207,002

　非流動資産

　 有形固定資産 61,459 61,130

　 のれん及び無形資産 5,229 6,329

　 営業債権及びその他の債権 16 14

　 その他の金融資産 25,294 24,597

　 繰延税金資産 3,078 3,126

　 その他の非流動資産 1,028 1,046

　 非流動資産合計 96,108 96,245

　資産合計 298,132 303,247
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

負債及び資本

負債

　流動負債

　 営業債務及びその他の債務 44,583 42,705

　 借入金 46,815 45,804

　 その他の金融負債 123 210

　 未払法人所得税等 1,904 2,959

　 短期従業員給付 4,356 5,349

　 引当金 3,036 2,833

　 その他の流動負債 1,128 995

　 流動負債合計 101,948 100,859

　非流動負債

　 借入金 13,116 11,516

　 その他の金融負債 319 331

　 長期従業員給付 3,388 3,406

　 引当金 68 70

　 繰延税金負債 2,595 1,926

　 その他の非流動負債 415 412

　 非流動負債合計 19,903 17,665

　負債合計 121,851 118,525

資本

　資本金 14,494 14,494

　資本剰余金 6,054 6,061

　利益剰余金 153,117 156,480

　自己株式 △6,325 △6,322

　その他の資本の構成要素 3,040 7,730

　親会社の所有者に帰属する持分合計 170,381 178,443

　非支配持分 5,899 6,278

　資本合計 176,281 184,722

負債及び資本合計 298,132 303,247
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

売上収益 126,989 127,543

売上原価 △106,822 △106,031

売上総利益 20,166 21,511

販売費及び一般管理費 △14,600 △15,671

その他の収益 355 349

その他の費用 △1,403 △126

営業利益 4,516 6,062

金融収益 2,845 1,471

金融費用 △99 △109

税引前四半期利益 7,263 7,423

法人所得税費用 △2,315 △2,153

四半期利益 4,948 5,269

四半期利益の帰属

　親会社の所有者 4,529 4,768

　非支配持分 418 501

　四半期利益 4,948 5,269

１株当たり四半期利益

　基本的１株当たり四半期利益 (円) 79.11 83.27

　希薄化後１株当たり四半期利益 (円) 79.00 83.16
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要約四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

四半期利益 4,948 5,269

その他の包括利益

　純損益に振り替えられることのない
　項目

　 その他の包括利益を通じて公正価値で
　 測定される金融資産の利得及び損失

－ △478

　 純損益に振り替えられることのない
　 項目合計

－ △478

　純損益に振り替えられる可能性のある
　項目

　 売却可能金融資産の公正価値の変動 460 －

　 在外営業活動体の換算差額 1,670 5,161

　 純損益に振り替えられる可能性のある
　 項目合計

2,130 5,161

　税引後その他の包括利益 2,130 4,683

四半期包括利益 7,078 9,953

四半期包括利益の帰属

　親会社の所有者 6,570 9,457

　非支配持分 507 495

　四半期包括利益 7,078 9,953
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第２四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年９月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定される
金融資産の
利得及び損失

確定給付負債
(資産)の純額
の再測定

期首残高 14,494 6,110 144,068 △6,336 7,396 －

四半期包括利益

四半期利益 － － 4,529 － － －

その他の包括利益 － － － － 460 －

四半期包括利益合計 － － 4,529 － 460 －

所有者との取引等

配当 － － △1,030 － － －

株式に基づく報酬取引 － 9 － － － －

自己株式の取得 － － － △9 － －

自己株式の処分 － △20 － 21 － －

所有者との取引等合計 － △10 △1,030 11 － －

期末残高 14,494 6,099 147,567 △6,324 7,856 －

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素 親会社の

所有者に
帰属する
持分合計

在外営業
活動体の
換算差額

合計

期首残高 △1,231 6,164 164,500 5,468 169,969

四半期包括利益

四半期利益 － － 4,529 418 4,948

その他の包括利益 1,580 2,041 2,041 89 2,130

四半期包括利益合計 1,580 2,041 6,570 507 7,078

所有者との取引等

配当 － － △1,030 △56 △1,087

株式に基づく報酬取引 － － 9 － 9

自己株式の取得 － － △9 － △9

自己株式の処分 － － 1 － 1

所有者との取引等合計 － － △1,029 △56 △1,085

期末残高 349 8,205 170,042 5,919 175,961

　

決算短信（宝印刷） 2018年11月05日 09時50分 9ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）



日本精機株式会社(7287) 2019年３月期 第２四半期決算短信

－8－

当第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定される
金融資産の
利得及び損失

確定給付負債
(資産)の純額
の再測定

期首残高 14,494 6,054 153,117 △6,325 8,687 －

四半期包括利益

四半期利益 － － 4,768 － － －

その他の包括利益 － － － － △478 －

四半期包括利益合計 － － 4,768 － △478 －

所有者との取引等

配当 － － △1,431 － － －

株式に基づく報酬取引 － 9 － － － －

自己株式の取得 － － － △0 － －

自己株式の処分 － △2 － 2 － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替

－ － △0 － 0 －

その他の増減 － － 25 － － －

所有者との取引等合計 － 6 △1,406 2 0 －

期末残高 14,494 6,061 156,480 △6,322 8,209 －

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素 親会社の

所有者に
帰属する
持分合計

在外営業
活動体の
換算差額

合計

期首残高 △5,646 3,040 170,381 5,899 176,281

四半期包括利益

四半期利益 － － 4,768 501 5,269

その他の包括利益 5,167 4,689 4,689 △5 4,683

四半期包括利益合計 5,167 4,689 9,457 495 9,953

所有者との取引等

配当 － － △1,431 △117 △1,549

株式に基づく報酬取引 － － 9 － 9

自己株式の取得 － － △0 － △0

自己株式の処分 － － 0 － 0

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替

－ 0 － － －

その他の増減 － － 25 1 27

所有者との取引等合計 － 0 △1,396 △116 △1,512

期末残高 △478 7,730 178,443 6,278 184,722
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税引前四半期利益 7,263 7,423

　減価償却費及び償却費 4,537 4,816

　受取利息及び受取配当金 △1,130 △957

　支払利息 96 107

　固定資産売却損益(△は益) 99 46

　営業債権及びその他の債権の増減額
　(△は増加)

148 4,398

　棚卸資産の増減額(△は増加) △258 △3,690

　営業債務及びその他の債務の増減額
　(△は減少)

△1,042 △1,696

　引当金の増減額(△は減少) 933 △203

　退職給付に係る負債の増減額(△は減少) 40 △11

　為替差損益（△は益） △1,059 △191

　その他 2,403 921

　小計 12,031 10,962

　利息及び配当金の受取額 1,736 1,094

　利息の支払額 △268 △107

　法人所得税の支払額 △2,098 △1,203

　その他 △111 －

　営業活動によるキャッシュ・フロー 11,290 10,746

投資活動によるキャッシュ・フロー

　定期預金の純増減額(△は増加) △1,659 24,198

　有形固定資産及び無形資産の取得による
　支出

△7,363 △5,547

　有形固定資産及び無形資産の売却による
　収入

310 142

　投資有価証券の取得による支出 △32 △38

　投資有価証券の売却による収入 － 0

　貸付けによる支出 △2 △8

　貸付金の回収による収入 140 4

　その他 0 12

　投資活動によるキャッシュ・フロー △8,605 18,764
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増減額(△は減少) △2,448 △200

　長期借入れによる収入 5,000 －

　長期借入金の返済による支出 △2,025 △2,100

　リース債務の返済による支出 △53 △66

　非支配持分への配当金の支払額 △224 △117

　自己株式の純増減額(△は増加) △18 0

　配当金の支払額 △1,030 △1,430

　財務活動によるキャッシュ・フロー △800 △3,914

現金及び現金同等物に係る換算差額 739 1,280

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 2,624 26,875

現金及び現金同等物の期首残高 38,212 42,637

現金及び現金同等物の四半期末残高 40,837 69,513
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（報告企業）

日本精機株式会社(以下「当社」という。)は日本国に所在する企業であります。当第２四半期連結会計期間(2018

年７月１日から2018年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年９月30日まで)の要

約四半期連結財務諸表は、当社及びその子会社(以下「当社グループ」という。)から構成されております。当社グ

ループは自動車及び汎用計器事業、コンポーネント事業、自動車販売事業を主な事業としております。

　

（作成の基礎）

(1) IFRSに準拠している旨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しておりま

す。当社は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第１条

の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件をすべて満たしているため、同第93条の規定を適用しており

ます。

(2) 測定の基礎

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定される特定の金融商品等を除き、取得原価に基づ

き計上しております。

　

(3) 機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円(百万円単位、単位未満切捨て)で表

示しております。

(4) 会計方針の変更

当社グループが第１四半期連結会計期間より適用している主な基準書は、以下のとおりであります。

基準書 基準名 新設・改訂の概要

IFRS第９号 金融商品 金融商品の分類、測定及び認識に係る改訂等

IFRS第15号 顧客との契約から生じる収益 収益認識に関するフレームワークの明示

この基準書の変更内容及び当社グループの要約四半期連結財務諸表に与える影響は以下のとおりであります。

（IFRS第９号「金融商品」の適用）

当社グループは第１四半期連結会計期間よりIFRS第９号「金融商品」（2014年７月改訂、以下「IFRS第９号」

という。）を適用しております。この新しい基準書は従来のIAS第39号「認識及び測定」を置き換える基準となり

ます。この基準で、金融商品の分類変更、金融商品の当初認識後の測定（事後測定）における評価差額の取り扱

いの変更、債権等の評価において将来予測に基づく複数のシナリオを用いた信用損失（減損）の可能性を検討し

てその金額を測定するといった予測信用モデルの適用、一般ヘッジ会計におけるヘッジの有効性判定に関する要

求事項の簡素化や、ヘッジにかかるコストの取り扱いの変更等が行われます。

当社グループでは、従来のIAS第39号において売却可能金融資産として分類されていた資本性金融商品は、その

他の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産として分類しております。また、負債性金融商品は、以下

の要件をともに満たす場合には、償却原価で測定される金融資産として分類しております。

・契約上のキャッシュ・フローを回収するために資産を保有することを目的とする事業モデルに基づいて、資

産が保有されている。

・金融資産の契約条件により、元本及び元本残高に対する利息の支払いのみであるキャッシュ・フローが特定

の日に生じる。

償却原価で測定する金融資産以外の金融資産は、公正価値で測定される金融資産に分類しております。

また、これらの分類及び測定の変更に関して過年度の連結財務諸表を修正再表示しないことを認める経過措置

を適用しております。
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なお、その他の包括利益を通じて公正価値で測定される資本性金融商品については、公正価値の変動額はその

他の包括利益として認識し、認識を中止した場合にはその他の包括利益の累計額を利益剰余金に振り替えており

ます。

　

また、当社グループは、2018年４月１日より金融資産の減損損失の測定手法を、IAS第39号が規定する発生損失

モデルからIFRS第９号が規定する予想信用損失モデルに移行しております。ただし、重大な金融要素を含んでい

ない営業債権については、信用リスクの当初認識時点からの著しい増加の有無にかかわらず、常に全期間の予想

信用損失と等しい金額で貸倒引当金を認識しております。また、移行の経過措置に伴い過年度の連結財務諸表の

修正は行わず、予想信用損失モデルに基づいて損失評価引当金を測定しております。

この基準書の適用にあたり、当社グループは経過措置として認められている累積的影響を適用開始日に認識す

る方法を採用するため、前連結会計年度の連結財務諸表にはIFRS第９号を遡及適用しておりません。

なお、当社グループではこの基準の適用による要約四半期連結財務諸表への重要な影響はありません。

（IFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」の適用）

当社グループは第１四半期連結会計期間よりIFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」（2014年５月公表）

及び「IFRS第15号の明確化」（2016年４月公表）（合わせて以下「IFRS第15号」という。）を適用しておりま

す。この新しい基準書は従来のIAS第18号「収益」、第11号「工事契約」及び関連する適用指針の内容を置き換え

るものであります。

IFRS第15号に適用に伴い、当社グループはIFRS第９号「金融商品」に基づく利息及び配当金等並びにIAS第17号

「リース」に基づく賃貸収入等を除き、下記の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する

ステップ２：契約における履行義務を識別する

ステップ３：取引金額を算定する

ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する

ステップ５：企業が履行義務の充足時に収益を認識する

当社グループは「自動車及び汎用計器事業」、「コンポーネント事業」並びに「自動車販売事業」を主な事業

としており、製品の製造販売及び自動車の販売等を行っております。製品の販売については、製品を顧客に引渡

した時点で、顧客が当該製品に対する支配を獲得することから、履行義務が充足されると判断し、当該製品の引

渡し時点で収益を認識しております。また、自動車の販売等につきましても、引渡し時点で収益を認識しており

ます。収益は、顧客との契約において約束された対価から、値引き、リベート及び返品などを控除した金額で測

定しております。

この基準書の適用にあたり、当社グループは経過措置として認められている累積的影響を適用開始日に認識す

る方法を採用するため、前連結会計年度の連結財務諸表にはIFRS第15号を遡及適用しておりません。

なお、当社グループではこの基準の適用による要約四半期連結財務諸表への重要な影響はありません。

（重要な会計方針）

当社グループが本要約四半期連結財務諸表において適用する会計方針は、「（作成の基礎）（4）会計方針の変

更」に記載のあるものを除き、前連結会計年度に係る連結財務諸表において適用した会計方針と同様であります。
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（セグメント情報等）

第１四半期連結累計期間より、当社グループの今後の事業展開を勘案し、目標管理や業績評価の管理区分を変更

したことに伴い、報告セグメントの区分を変更しております。従来、「民生機器事業」として記載していた報告セ

グメントを「コンポーネント事業」に変更し、「自動車及び汎用計器事業」に含めていた「アフターマーケットパ

ーツ」及び「その他」に含めていた「ディスプレイ事業」を「コンポーネント事業」に含めております。

なお、前第２四半期連結累計期間及び前第２四半期連結会計期間のセグメント情報については変更後の区分方法

により作成したものを記載しております。

当社グループの報告セグメントによる収益及び業績は次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年９月30日) (単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

要約四半
期連結損
益計算書
計上額
(注)３

自動車
及び

汎用計器
事業

コンポー
ネント
事業

自動車
販売事業

計

売上収益

外部顧客への売上収益 98,645 9,876 11,093 119,614 7,374 126,989 － 126,989

セグメント間の
内部売上収益又は振替高

－ 416 31 448 8,320 8,768 △8,768 －

計 98,645 10,292 11,124 120,063 15,694 135,757 △8,768 126,989

セグメント利益 2,660 109 620 3,390 1,288 4,679 △162 4,516

金融収益 ― ― ― ― ― ― ― 2,845

金融費用 ― ― ― ― ― ― ― △99

税引前四半期利益 ― ― ― ― ― ― ― 7,263

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物運送、ソフトウェアの

開発販売、受託計算、樹脂材料の加工・販売等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△162百万円は、セグメント間取引消去等であります。

３ セグメント利益は、要約四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

当第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日) (単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

要約四半
期連結損
益計算書
計上額
(注)３

自動車
及び

汎用計器
事業

コンポー
ネント
事業

自動車
販売事業

計

売上収益

外部顧客への売上収益 100,032 7,653 11,479 119,165 8,377 127,543 － 127,543

セグメント間の
内部売上収益又は振替高

－ 201 32 234 8,491 8,726 △8,726 －

計 100,032 7,855 11,512 119,400 16,869 136,269 △8,726 127,543

セグメント利益又は損失(△) 5,345 △254 548 5,639 801 6,441 △378 6,062

金融収益 ― ― ― ― ― ― ― 1,471

金融費用 ― ― ― ― ― ― ― △109

税引前四半期利益 ― ― ― ― ― ― ― 7,423

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物運送、ソフトウェアの

開発販売、受託計算、樹脂材料の加工・販売等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△378百万円は、セグメント間取引消去等であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、要約四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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